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1 総則
1.1 適用範囲
a)この仕様書は、第 12高射隊が行 う市販型車両の外注整備について契約相手方が実
施する共通事項について規定する。

b)この仕様書に規定する内容と個別仕様書に規定する内容が相違する場合は、個別仕
様書を優先する。・

1.2 定義
この仕様書及びこの仕様書を適用する個別仕様書において用いる用語の定義は、次に

よる。  ・
a)引用文書等 次に示す引用文書及び関連文書  `
1)引用文書 この仕様書に直接引用した文書  ・

2)関連文書 この仕様書に規定した事項の参考となる文書
b)個別TO等 次に示すものをいう。
1)当該車両等に適用する技術指令書 (J■ 0_)
2)製造会社取扱説明書等 (製造会社が車両等の整備を目的として作成した取扱説明
書、修理書、オーバーホール指令書、整備基準、部品目録及び図面で整備作業の

基準となるもの。)

c)車両等 航空自衛隊車両等整備基準 (J.■ 0.00-10-9)の第 1-2表に示す車両及
びその構成品、部品、付属品及び予備品をいう。

d)修理不能 次に示す場合
1)技術的に修理できない場合
2)修復の総費用 (官給品の価格を含む。)が、航空自衛隊装備品等共通整備基準
(J.T.0.00-10-1)の 13-9-2(4)に示す価格の65%以上と見積もる場合
3)特に官側が規定した場合

守 =
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e)監 督 監督官が契約の適正な履行を確保するため契約相手方の履行途中において、
契約の要求事項に適合するか否かを確認することをい う。

f)検査 調達物品等の品質及び数量等が当該契約の要求事項に適合するか否かを確
認 し合格又は不合格の判定を行 うことをい う。 、
1.3 引用文書等
1.3.1 引用文書
この仕様書に引用する次の文書は、この仕様書に規定する範囲内において、この仕様

書の一部をなすものであり、入札書又は見積書提出時における最新版 とする。

a)法令等
1)車両法適用車両及び適用除外車両
大気汚染防止法

水質汚濁防止法

2)車 両法適用車両  、
道路運送車両法

道路運送車両法施行規則

道路運送車両の保安基準

自動車点検基準

自動車の点検及び整備に関する手引

3)車 両法適用除外車両  .
自衛隊の使用する自動車に関する訓令

b)そ の他
1)車両法適用車両及び適用除外車両
航空自衛隊装備品等共通整備基準 (■ ■0.00-10-1)

航空自衛隊車両等整備基準 (■ T.OЮO-10-9)

車両等の塗装及び標識 (■ T.0.36-1-3)

車両等の防錆処置要領 (J.T.0.36-1-52)

個別 TO等
航空自衛隊物品管理補給手続 (ユFR125)

2)車 両法適用除外車両
航空自衛隊の車両及び器材等に対する給油指令 (■ T.OЮO-20B-6)

車両等検査要領 (■ ■0.36-1-6)

1.3.2 関連文書   ・
a)防衛省の管理に属する物品の無償貸付及び譲与等に関する総理府令
b)航 空自衛隊調達規則 (ユFR124)
c)航空自衛隊装備品等整備規則 (昭和 46年航空自衛隊達第 10号 )
2 役務に関する要求   ・
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2.1 -般
整備作業は、次の各号に示す要求要領を満足するものとし、整備作業の実施に際して

は、車両の特性、状態を考慮して、整備資源及び整備工数等を経済的かつ効率的に使

用して作業を実施しなければならない。

2.2 整備作業の種類
契約相手方の行 う整備作業の種類は、次に示すもののうちから個別仕様書で指定する。
a)定期点検 (車両法適用草両) 定期点検は、道路運送車両法第48条に基づく定期
点検及び車両保安検査整備 (以下、車検整備という。)を実施するものとする。定
期点検の結果、道路運送車両法の保安基準 (以下、保安基準という。)に適合しな
い状態又はそのおそれがあると認められる場合は、その状態を官側に報告し承認を

得た後、1)及び 2)の作業を実施するものとする。,
1) 分解検査 .
2) 修理等
b)定期検査 (車両法適用除外車両) 定期検査は、航空自衛隊車両等整備基準
(工 T.0』0-10-9)に定める I検査又はM検査及び車検整備を実施するものとする。
定期検査の結果、自衛隊の使用する自動車に関する訓令の保安基準に適合しない

状態又はそのおそれがあると認められる場合はその状態を官側に報告し、承認を

得た後、1)及び 2)の作業を実施するものとする。

1)分解検査
2)修理等
c)その他の外注整備 その他の外注整備は、個別仕様書で規定した作業を実施する。
2.3 作業内容
2.2項に示す各行程の作業は、個別仕様書で規定するほか次により実施しなければな
らない。

a)定期点検 (車両法適用車両) 定期点検は、自動車点検基準及び自動車の点検及び
整備に関する手引に基づき、目視点検、機能点検及び計測等の作業を行い、車両等
が規定の性能を発揮するために必要な作業の要否を確認する。確認の結果を自動車
点検基準に定められた点検整備記録簿等の記入するものとする。
なお、定期点検の役務内容を役務明細書 (別紙様式第 1-1及び 1-2)に 記入す
るものとする。 ・
b)定期検査 (車両法適用除外車両) 定期検査は、車両等検査要領(J.T.0.36-1-6)の
車両検査基準 (別紙第 1-1～ 12)、 又は個別仕様書に引用する個別TO等に定
める整備基準等に基づき、日視点検、機能点検又は計測等の作業を行い車両等が規
定の性能を発揮するために必要な作業の要否を確認するとともに、結果を航空自衛
隊車両等整備基準 (JT.o,oo-lo-9)別冊 Iに規定されている車両作業用紙 (別紙様
式第 2-1～ 4)に記入するものとする。
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なお、定期点検の役務内容を役務明細書 (別紙様式第 1-1及び 1-2)に 記入す
るものとする。・

c)分解検査 分解検査は、定期点検又は定期検査の結果、判明した要修理箇所を整備
するために必要な単位に分解する。また、分解した部品は個別仕様書に引用する個

別TO等に定める整備基準等に基づき、日視点検、機能点検又は計測等の作業を行
い、車両等が規定の性能を発揮するために必要な修理方法及び交換を要する構成

品・部品・材料 (以下、部品等という。)を判定する。判定の結果を必要部品及び
修理要領明細書 (別紙様式第 3)及び材料使用明細書 (別紙様式第 1-1及び 1-
2)に記入するものとする。・
なお、分解した部品等は交換を要する部品等を除き、再使用に必要な品質を保持す

るための処置を行 う。.

d)修理等 修理等は、2.3項 c)で判定された修理方法により要修理箇所を車両等が規
定の性能を発揮するよう修復するため、次の作業を行 う。

1)交換 交換は、2.3項 c)で交換を要すると判定された部品等を交換する。交換し
た部品等は、官給部品使用明細書 (別紙様式第 1-1及び 1-2)に 記入するも
とする。なお、官給部品使用明細書作成要領は (別紙第 2)の とおりとする。
2)カロエ カ日工は、要修理品の状態、特性に応じ、最も適した方法で行 う。・
3)組立・調整 組立・調整は、車両等の性能を発揮させるため次の部品等を適正な
手順、方法により組み立て、必要に応じ各部位を調整する。

ア)2.3項 c)で使用可能品と判定された部品等
ノ)2.3項 d)1)及び d)2)に より修復した部品等
4)潤滑 潤滑は、車両等の必要な部位又は部品等に必要な潤滑効果を得るため適合
した油脂を選定のうえ適正量を給油する。

e)塗装等
1)塗装及び標識 塗装及び標識は、個別仕様書で特に指定する場合を除き、車両等
の塗装及び標識 (ェ T.0.36-1-3)に 基づき実施するものとする。実施にあたっては

極力部分塗装とし、全面塗装を実施する場合は、官側の指示を得て実施する。

なお、全面塗装を実施する場合、塗装回数は下塗り (プライマー塗装)1回、上
塗り2回以上とする。 .
2)塗色 塗色は、車両等の塗装及び標識(J.T.0.36-1-3)に よる。ただし、部分塗装
を実施する場合は、周辺の塗色に極カー致させるものとする。

f)作業の中止 次に示す場合は作業を一時中止 し、官側の指示を受けるものとする。
1)車両等を修復するため、仕様書で規定した以外の整備作業が必要な場合
2)当該車両等が整備作業中に修理不能に該当すると判明した場合。ただし、1.2項
d)2)に該当する場合は、修理不能品発生 (見込)報告書 (別紙様式第4)及び計
算内訳資料 (別紙様式第 5)を作成し官側に提出するものとする。
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2.4 部品・材料
a)整備作業に必要な部品・材料は、官側において準備する。・
b)整備作業において修理不能品 (組部品)が発生し、これの使用可能な部位等が他の
組部品の修理等に流用することが可能な場合は、活用を図るものとする。ただし、
流用は同一契約の範囲とする。 ・
2.5 機能・性能
車両等の機能・性能は、保安基準及び自動車点検基準に適合しなければならない。
なお、個別仕様書に他の規定がある場合は、個別仕様書による。 .
3 品質保証
3.1 保管責任
物品の引き渡しより引き取りの間の一切の保管責任は契約相手方の責任とし、修理期

間中における契約相手方の過失その他により生じた損害は、すべて契約相手方の負担と
する。   ・
3.2 修理完成品
修理完成品は、納入後 6か月以内において機能不良、損傷等が発生し、その原因が契
約相手方の欠陥に基づくものであると認められる場合、契約相手方は無償で再修理の責
を負 うものとする。

なお、この判定は両者協議の上決定する。 .
3.3 品質保証資料
契約相手方は、この仕様書の 2.3項により作成した点検整備記録簿等を品質保証資料
として、これらの写しを契約が完了した年度の翌年 4月 1日 から5年間保管し、いつで
も参照できる状態にしておかなければならない。 .
3.4 監督・検査
監督・検査は、官側の定める監督及び検査実施要領により実施するものとする。
4 その他の指示
4.1 提出書類
契約相手方は、次の必要な書類を提出しなければならない。
a)役務明細書 (別紙様式第 1-1及び 1-2)。
b)材料使用明細書 (別紙様式第 1-1及び 1-2),
c)官給部品使用明細書 (別紙様式第 1-1及び 1-2).
d)車両作業用紙 (別紙様式第 2-1～ 4)または、自動車点検基準に定められた点検
整備記録簿等・

e)必要部品及び修理要領明細書 (別紙様式第 3)・
f)修理不能品が発生 (見込の場合を含む。)した場合
1)修理不能品発生 (見込)報告書 (別紙様式第 4)・
2)計算内訳資料 (別紙様式第 5)
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g)そ の他官側の指示するもの
4.2 官給品
官給品の品日、数量及び受け渡 しの時期、場所については、個別仕様書で規定する。

契約相手方は、原則 として官給を受けなければならない。 .
4.3 付属品・予備品
付属品・予備品は、車両等に備え付けられている車歴簿により員数を確認するものと

する。付属品・予備品の整備は、個別仕様書で特に規定 した場合を除き、原則 として整

備の対象外とする。  ・

4.4 計測器・試験装置
車両等が要求事項に適合 していることを確認するために使用する計測器・試験装置は、

道路運送車両法の規定に適合 したものでなければならない。.

4.5 安全管理
契約相手方は、各種試験の実施、危険物、高圧ガスの製造取扱及び公害の発生する恐

れのあるものの取 り扱い、並びに、作業事故を起こし易い作業について法令に係わるも
のは、当該法令を基づき適切な安全管理を実施 しなければならない。

4.6 補給の手続き
次に示す補給上の手続きについては、官側からの指示による。
a)不 具合に関する原因、対策及び処置に関する調査検討  ・
b)技 術的事項に関する資料等の提出又は提示
4.8 車両の受け渡し
車両の搬入及び搬出は官側で行 うものとする。その他細部については、官側の指示に

よる。    ・
4.9 仕様書の定義
本仕様書で定める以外は、饗分基 LPS―V23001現地外注共通仕様書 (市販型車両)に
よる。また、本仕様書に関し、疑義が生じた場合は、その内容について、監督官の掌握
する事項については、監督官と、その他の契約に関する事項の疑義については、監督官
を通 じ契約担当官と、協議するものとする。
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別紙様式第 2-1
車 両 等 作 業 用 紙 (一 般 車 両 )

車  種 検査の種類
管理換 :※印

M

自動車番号 所属部隊

開
`台

日付 完了日付

調整

取魯

修理:

T 締付
C 清掃
1_ 給油

分解したら記号を0で囲む

′  良

×

X

XX

× X

点 検 項 目 記 備 考 点  検  :項   日 記 備 幸

1.かし取り装置
1.ハンドルの操作具合

2.ステアリング‐ギヤ・ボンクスのオイル漏れ ※

3.ステアリング・ギヤ・ボックスの取付けの緩み

4.ステアリングロッド・アーム類の緩み、がた、 傷

5.ボール・ジョイント・ダスト・プーツの亀 ・損傷
ステアリング・ナックル連結部のがた

7.ホイール・アライメント

バワー・ステアリング・ベルトの緩みと損傷

1.タイヤの状態

(1)タ イヤの空気
=(ス
ヘア・タイヤ含む)

(2)タ イヤの亀裂.損

`,(3)タイヤの溝の深さ、異状麻耗

*タイヤの満の深さ

前

輪 左
RII

若
月11 後

輸 左
前

右
HI』

後 後 後 後

※

バワー・ステアリング装置のオイル漏れ、オイル量   ※ ホイール・ナッ|ヽとホィール・ボ′レトの経み
10.′ ワ`ー・ステアリン の取付けの緩み ホイールートットとホイール・ボ′ントの損傷
].制動装置 リム、サィド・リング、ホイール・ディスクの損傷

フEント・ホイー′い´ヽァリングのがた
レ ー ′,逐̈

※間

だと

リヤ・ホイー′いベアリングのがた
ブレーキの効き具合 ※ 緩衝装置
パーキング・プレーキ・レバーの引きしろ ※ ※l.リーフ・スプリングの損傷
:.パーキングブレーキの動き具合 ※

5_ブレーキ・ホース及びバイプの漏れ、肩扇T頑7再F悪
6.リザーバ・タンクの液量 ※

7.ブレーキ・マスタ・シリングの機能、摩耗 .損傷
レーキ・ホイール・シリング機能.摩耗、損傷8

―フ・サスベンンョンの取付部、連結部の緩み、がた、損
(1)ジーフ・スプリングの1,ボルト.スフリング・バンド

(2)スプリング・プラケットの取付部

(3)リーフスプリング・ビンなど連結部

(1)トルクセッド(ラジアカ ロッド)の連結部

リ

9.ブレーキ・ディスク・キャリ′`′ 損 傷 コイル・スプリングの損傷
10.ブレーキ・チャンパ・ロッドのストローク

前

輸 左
前

若
員:』 後

輸 左
RII

右
HI,

後 後 後 イ癸

.コイ′́ サスベンションの取付部、連絡部の緩み、

(1)サスヘンションの各取付ボルト、キット

(2)サスベンションの各連結部のがた

(3)サスヘンション各部の損傷、ボールジョイント′′,
グスト・ブーツの亀製、損傷

がた.損傷

レーキ・チャンハの機能11 :L7. 1t 7 ^> -r!:., O 3:7 lfr n
エア・サスベンンョンのベローズの損傷12. Jv -+.,<rv1 , ,1rr. /r-1. )\tra. ,r-,

<rr10)l#ft
7.エア・サスベンションの取付部 .連 )緩みと損傷

13.ブ レーキ・倍力装置のエア・クリーナの詰まり :L7. + 7/i> >a:,/DV.:t) > /. / \|Va o|l*fr
11.プ ′―キ倍力装置の機能 ノヨンク・アプソ~パの油漏れ及び損傷 ※

15.ブ レーキ・カムの摩耗 V.動力伝 装 置
16.ブレーキ・ドラムとライニン との隙間

びライエングの摩耗
'ti . -/v-+.->a-DE
18.ブレーキ・ドラムの摩経 損傷

19.パック・プレートの状態

20.ブレーキ・ディスクとバッドとの瞭間

1.クランチ・ベグルの遊ぴとクラッチ・ベダルの切れた
ときの床板との隙間

(1)クラッチ・ベダルの遊び

(2)レ ジーーズ・フォーク先端の遊び

(3)クラッチー ダヽルの床核との隙間

(4)プッアニロッド寸法等

クラッチの作用

クラッチ液の最

Iヽランスミッショ/、 トランスファのオイル漏れ

2l,1 V -+., ;.rF o)EFt * 1 i -// /i.i/ <,t: t tn

前

輸 た
前

右
前 後

輪 左
Πll

右
1 ll

後 後 後 後

トランスミッション.トランスファのオイル量
ブレーキ・ディスクの摩耗と損傷 ブ ロヘラ～ ャ

フト・ドライブ/、フトの連結部の緩み
23_センタ・ レーキ・ドラムの政付の緩み

センタ・プレーキ・ドラムとライエングとの隙問

ドライプ・レヤフトのユニパーサル・ジョイント部の
ダスト・ブーツの亀裂と損傷

5.センタ・アレーキのライニングの摩耗

6センタ・ブレーキ・トラムの摩耗と 傷

27.油圧式二重安全ブレーキ機構の機能

ロヘラ・シャフト.ドライブ・ンヤフト継手部のがた

(1)スプライン部の摩耗によるがた

(2)自 在継手部の摩任 |こよるがた

フ

皿.走行装置 プロヘラ・ンヤツト.トライブ・ンャ71・のセンタ~ヘアリングのがた

■國饂目目目□

護碁
層墓
■■

■■■
■■■ ■■■

■■■
■■■

笙■■ ■■■
■■■

毒 ■■■
馨 ‐ ‐
目 ‐ ‐
艶 ‐ ‐
葬 ‐ ‐
‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐

妻 ■■■

一
一
一
一■■

目■ヨ
奎
=壽
ヨ

■■■

■■■■■
‐ ‐ ‐
轟 ‐ ‐
理 ‐ ‐

■■■

■■■
■■■■■
磨 ■■■
塞 ‐ ‐

】】【】】”
■■■■■
菱 ■■■
■■
=丹
■■
■■



別紙様式第 2-2
r0.f77v>.> +,votI t.fitL, tItr* 5.燃料蒸発ガス排出抑止装置のチェック・パルプの損傷
Ⅵ.電気装置 6.触媒等の排出ガス減′

'装
置の取付けの緩みと損傷

|.ス ′ヽ―ク・プラグの状態 7_二次空気供給装置の機能
2.点火時期 8.俳気ガス再僣環装置の機能
3.ディストリピュータのキヤンプの状態 9驚睫鴫ツト気ガス減少装置の機能
1.バッテリのターミナル部の線みと腐食 ※ 10.―酸化炭素等発散防止装置の配管の損傷と取付状態
5.電気配線の接続部の緩みと損傷 ※ Ⅸ_附属装備等

Ⅶ.原動機 1.ホーンの作用 ※

1.低速と加速の状態 2.ワイハー及びウインド・ウォッシャの作用 ※

3_デフロスタの作用

4籠錠装置の作用
エキブーストパイア、マフラ等の取付けの緩みと損傷

10.プンッンや ′ギュンータ.アンローダ・パルプの機能

3.連結装置のカプラの機能と損傷

:4.連結装置のビント′ぃフック摩耗.亀製、損傷

※

※

火花防止装置の状態

マフラの機能

エア・タンクの選水
エア・コンプレッサの機能

11.非常口の扉の機能

2.車枠、車体の緩みと損傷

15シート・ベルトの状態

6開扉発車防止装置の機能

7.シャシ各部の給脂状態

CO }IC
|

黒倒

2.排気の状態

3.エア・クリーナ・‐レメントの状態

4.エア・クリーナの油の汚れと量

5.シリンダ・ヘッド、マニホールド各部の締付状態

6.エンジン・オイルの漏れ

,燃料漏れ ※

8.フ ァン・ベルトの緩みと損傷 ※

9.冷蜘水漏れ ※

■.ばい煙、悪臭のあるガス、有毒なガス等の発散防止装置

1.メターリング・バルプの状態

2.プローパイ・ガス還元装置の配管の損傷

3.燃料蒸発ガス排出防止装置の配管等の損傷

1.チャコール・キャニスタの詰まりと損傷

署名については.※印の項日のみであれば整備員印欄及び整備隊等の長印欄にZオ l・″五:憂薔¬:死
『
T':7テう「肩蕨専万要751:7:「 iFTI軍 :軍マ:〒雨員

:書貢雇「扁『
・

及び整備幹部印憫は省略可、

付記又li特記事項

整備員印 検査員印 整備幹部印
整備部隊
等の長印

■■■
■■■

菱 ■■■

轟 ■■■

髪 ■■■

■■■

塞 ■■■
髪 ‐ ‐
■ ‐ ‐
蒙 ‐ ‐
羹 ‐ ‐

轟 ■■■
塞 ‐ ‐

■|■■■
■|■■■
‐ ‐ ‐
■■■
■■■

■|■■■
菱 ■■■
塁 ‐ ‐
‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐
轟 ‐ ‐
‐ ‐ ‐

≡琴

電:三三

■■■
■■■
■■■
■■■

轟是■■■
翠 ■■■



別紙様式第 2-3
ェック記号車 両 等 作 業 用 紙 (施 設、荷 役、そ の 他 の 車 両 等 )

卓  種 検査の種類
―

管
M
※印

自動車番号 所属部隊

開始日竹 完了日付

X  調整
XX 取碁
××X修理

T練付
C清掃
L給油

分解したら記号を0で囲む

/ 良好

点 検 項 日 記 備考 点 検 項 日 記 備孝

1_かし取り装置
1.ハン ルヽの操作具合
ステアリング・ギヤ・ボックスのオイル

'場

れ ※

_ステアリング‐ギヤ・ボックスの取付けの緩み

ステアリング・ロッド・アーム項の緩み、かた、損傷
ボーフレ‐ジョイント・ スト・ブーツの 、損傷

.ステアリング・ナックル,営;簡部のがた

7.ホィーフレ‐アライメント
パワー・ステアリング・ベルトの緩みと損

1.タイヤの状態

(1)タイヤの空気圧 (スペア・タィャ合■)

(2)タ イヤの亀製、損傷

(3)タ イヤの講の深さ、異状摩耗

*タイヤの溝の探さ

前

輸
左
0」

右
月1 後

輪 左
日(′

若
前

後 後 後 後

※

バワー・ステアリング装置のオイル漏れ、オイル量  ※ ホイール・ナット
`ホ
イール・ボルトの緩み

10.パ ワー・ステアリング装置の取付けの緩み ホ/―ル・ナットとホィール・ボルトの損傷
コ.制動装置 ソム、サイド・リング、ホイール・ディスクの損傷

フコント・キイール‐ベアリングのがたル σ) んだときのレ

隙間

の ※

リヤ・不ィール・ベアリングのがた
2.ブレーキの効き具合 ※ 緩衝装置
3.ノ ―ヾキング・プレーキ・レバーの引きしろ ※ リーフ・スアリングの損傷 ※

4.バーキング・ブレーキの効き具合 ※

レーキ・オース及びバイプの漏れ、損傷、取付状態
6_リザーバ・タンクの液量 ※

7.ブレーキ・マスタ・シリンダの機能、1挙耗、 傷
レーキ・ホィール・シリング 、損傷8

スベンンョンの取付部、連結部の緩み、がた、損傷

(1)リーフ'スフリングのしボルト、スフリング・バンド

(2)スプリング・プラケットの取付部

(3ル ーフスプリング・ビンなど連結部

(4)｀ルク嘔ッド(ラジアス・ロット)の連結部

ソーフ・サ

プン~キ・フ~イスク・キャリパの機能.摩耗、損傷 コイル・スプリングの樹傷
(0.ブ レーキ・チャンパ・ロッドのストローク

前

輸 左
目||

右
前 後

輸 左
Hi[

右
月|』

後 後 後 後

.コイル・サスベンションの取付部、連結部の織
(●サスベンンョンの各取付ボルトナット

(2)サスヘンションの各連結部のがた

(3,サスベンンコン各部の損傷、ボールジョイン
ダスト・プーツの亀裂、損傷

み、がた、損傷

トゼラ

11_ブレーキ.手ャンパの機能 エア・サスペンションのエア漏れ

エア・サスペンンヨンのベローズの損傷12.ブレーキ″ ルヽプ、クイック・レリーズワ ル`プ.リレー
バルプの機能 エア・サスヘレンヨンの取付部、連結部の緩み
13.ブレーキ倍力装置のエア・クリーナの請まつ エア・サスベンションのレベリンク■バル の機能
14.ブレーキ倍力装置 シヨック・アプソーパの油漏れ及 傷 ※
13. av-+.rrt a)Eil!. V.動力伝達装置
16.ブレーキ・ドラムとライエングと

及びライニングの摩耗17.ブレーキ・シュー

18.ブレーキ・ ラヽムの摩耗と損傷

9_バック・プレートの状態

ブレーキ・ディスクとバットとの隙問

1.クラッチ・ペダルの遊びとクラッチ・ベダルの切れた
ときの床板とのすき間

(1)クラッチ・ベダルの遊び

(2)レリーズ・フォーク先端の遊び

(3)クラッ手.ベグルの床板との隙問

(4)ブッンュロッド寸法等

クラッチの作用

クラッチ液の量

トランスミッγョン、トランスファのオイル漏れ

前

輸 左
Яil

右
前 後

輪 左
81』

若
日11

後 後 後 後

1.ブレーキリ ッ`ド *ラ イニン′僕 は′ヽッマの

'E

Iヽランスミッンヨン、トランスファのオイル豊:
22_ブレーキ・ディスクの摩耗と損傷 プ ロヘテ ンヤフIヽ、ドライブ・ンヤフIヽの連結部の緩み
23.セ ンタ・ブレーキ・ドラムの取付の緩み

24.センタ・ブレーキ・ドラムとライニングと,′,1~き間

のルドラ ・シャフ |ヽのユニバー

ダスト・ブーツの亀裂と損傷

5.-L:,/r.Av-+Dr4 =:/
26.センタ・ レーキ・ドラムの と損傷

油[E式二重安全ブレーキ機構の機能

ロヘラ・ンヤフト、マライブ'ンヤフト継手部の力`た

(])スプライン部の摩耗によるがた

(2)自 在継手部の摩耗によるがた

プ

Ⅲ 装置 7●ベラ・シャ7' トライプ・′ャフトのセンケー・ベアリングのがた

■|■■■
■|■■■
撃 ■■■
‐ ‐ ‐

=寛=菫三菫

姜
==
==三
→
多警F:里

E===
F==写

1



別紙様式第 2-4
ファレンレャルのオイ10. 、ィイル量 _エア・コン レ ッ

電気装置 0./v r> r'v+av -r,7>a-Y. /\tv-/o)#iiE
,スパーク・プラグの 11 日の扉の機能

火時期 2.車粋、車体の緩みと損傷 ※

デイストリピュータのキャンプの状態 3.連結装置のァフラの機能と損傷
パソフリのターミナル部の緩みと腐食 ※ 14.連結装置のビントル‐フック摩耗、亀裂、損傷

5.電 ※ 15.シート・ベルトの状態

原動機 16.開扉発車防止装置の機能

1.低速と加速の状態 17.シャシ各部の給油脂状態 ※

X.施設、荷役、その他の車両等

1.キャリッジ ※

操作レバー リフト、チルト ※C0 HC 黒煙

2.排気の状態

リフト、ドライ:′チェン ※

3.エア・クリーナ・エレメントの状態 ケーフ|ル ー クインチ、ホイスト ※

1.エア・クリーナの油の汚れと量 ンリンダー ー リフト、チルト ※

5.シリンダ・ヘンド、マニホールド各部の締付状態 油圧ボンブ ※

6.:L>-r>. t4 )vDlRlL 7.一般漏えい ― 油、水.空気 ※

7.燃料漏れ ※ 旋回機構

8.ファン・ベルトの緩みと損傷 ※ マス 本ヽ体、プーム

9.冷却水漏れ ※ 10.安 全クランチ.減速機構 ※

■.ばい煙、悪臭のあるガス、有毒なガス等の発散防止装置 11.｀ラム

1.メターリング・パルプの 12.昇降機構

2.プローパイ・ガス通元装置の配管の損傷 13.コンミュテータ、プラシ

3.燃料蒸発ガス排出抑止装置の配管等の損傷 1.コントローラ ※

4.チャ」―ル・キャニス
′′の詰まりと損傷 15.′ ワヽー・テーク・オフ

5燃料薫発ガス排出抑止装置のチェックリ フ`レプの損傷 6索卑器
6_触媒等の排出ガス減少装置の取 けの緩みと損 17クレーン・アタッチメント ※

7.二次空気供給装置の機能 13.キャタピラ ※

ス再循環装置の機能 19.排土板、スクレー′ヽ ※

減速時排気ガス減少装置の機能 フィフスリトイール ※

10.―酸化炭素等発散防止装置の配管の損傷と取付状 1.補助脚

Ⅸ .附
. キング・ビンー摩耗.破損、カップラ結合箇所

1.ホーンの作用 ※ かく座機収容器材、100tオールテレーンクレーン

2.ワイバー及びウインド・ウォッシャの作用 ※ 1.操向装置 ※

3.デフロスタの作用 撮向アライメント

施錠装置の作用 3.ク レーン・エンジン

5.エキ ―ストパイア、マフラ等の取付けの緩みと損傷 クレーン電 系統

6.マフラの機能 脚

7.火 置の状態止 通話装置

8.‐ 7・タンクの凝水

にそれぞ 、その所属隊等の で可、

付記又は特記事項

の ス

検査員印欄及び整備幹部印欄は省略可
については、※印の項 目のみであれ

整備員印 検査員印 備幹部印
整備部隊
等の長印

轟里■■■
彙 ■■■
碧 |‐‐
嚢 |‐‐
羹 ■■■
錘 ■■■
撃 ‐ ‐
轟 ‐ ‐
馨 ‐ ‐
箋 ■■■
塞 ‐ ‐
塞 ‐ ‐
璽 ■■■
蒙 |‐‐
轟 |‐‐
藝 ■■■
攀 ■■■
撃 ‐ ‐
鍵 ‐ ‐
華 ■■■
量 ‐ ‐
馨 ■■■

■|■■■
■|■■■

■|■■■

ヨ雲ヨ
e=≧轟

華詈■■■

塞 ■■■

■■■
■■■
■■■

轟 ■■■
塞 ‐ ‐

■‖■■■
■旧■■
慶 ‐ ‐
霧 ‐ ‐
■ ‐ ‐

華 ■■■
議 ‐ ‐
筆 ‐ ‐
匡 ‐ ‐
轟 ‐ ‐

屋星詈
詈曇重
軍ヨ堅
=豊
震雪

|■



別紙様式第3

必 要 部 品 及 び 修 理 要 領 明 細 書

調 達 要 求 番 号

契 約 番 号

物 品 番 号

品 名 (型 式 )

´連 番 号

適 用 技 術 図 書 No 発「lj   年    ′l 日

名Ｌ
Ｌ
え
Ｌ

〈
ム

監 督 官 名 日]

確 認 年 月 日 日]



別紙様式第4

修理不能品発生 (見込)報告書

航 空 自 衛 隊

部 隊 名

契 約 担 当 官 殿

住   所

会 社 名

代表者名 Eロ

上記契約について、修理限度額超過が見込まれますので、指示されたく報告します。

監督官確認

年 月 日

階   級

氏
ん
'‐

口

Ｐ

調達要求番号 数  量

契 約 番 号 金  額

契 約 年 月 日 納  期

ロ
ロロ

″́
E



別紙様式第5

計 算 内 訳 資 料

1
ロ
ロロ 名

2 物 品 番 号

3 数 量

4 取 得 価 格

5 一 連 番 号

6

直 接 材 料 費

加  工  費

直 接 経 費

(製 造 原 価 )

一 般 管 理 費

(総 原 価 )

支 払 利 子

利   益

梱 包 ・ 輸 送 費

(修 理 費 )

7 官 給 部 品 費

8 総 修 理 費

9 (8‐ 4)(%)

10 摘   要



別紙第 1-1
-般車両検査手順

一般車両、1乾び:こ消防車両、給油車両、施設、荷役、その他の車両等において一般車両と共通部分についての定期検脊手順
は、次に述べる整備手順表を基準として実施する.

検
所
点
箇

点検項目
検査時期

点検の実施方法
M

I

か

じ

取

り

装

置

1.ハ ン ドルの操作具合 ○ 次の点検を実施する.
(1)一 定車速で平坦な路面を直進中、フヽン ドルが振れることがな
いか、また、左右に取られることがないか、
(2)走行中にハンドルを操作したとき、操作が異常に重くない
か、また、戻りがよいか.
(3)ハン ドルを上下、左右、軸方向に動かしたときにがたがない
か、また、ハン ドルを直進位置か ら左右に回 したときの遊びの
量が適当であるか

2.ス テア リング・ギヤ・ボックス
のオイルの漏れ

O リフ ト・

オ■′りヽないカ

アッ

を目

プなどの状態で.ギヤ
~T百
可″万蒸否蔀下蔓戸刃

「
'両
面肩

視などにより点検する。
3.ス テアリング・ギア・ボックス
の取付けの緩み

○ リフト・アッフなどの状fでT~吾三百
~:~不

可
~フ‐
¬ E=ァ1フ:=‐夏 :7面:F

けに緩みがないかをスバナなどにより点検する.
4 ステアリング・ロッド・アーム

類の級み、がた及び損傷
○ ○ リフ |― アッフなどの状態で、ロッド、アーム類について、可」J百『

を操舵力の伝わる方向に手で揺するなどして.次の点検を実施する。
(1)連結部にがたがないか ,
(2)取付部に緩みがないか。
(3)曲 がりや損傷がないか.
(4)害|ピ ンが欠損 していないか .

0 .ボール・ジョイン ト・ダス ト・
プーツの亀裂及び損傷

C ソ
ト

フ |― アッフなどの状態で、ロフ下
「
7[=I類あポール・ ジョイ

ン

る

のダス ト・ブーツに亀裂や損傷がないかを日視などにより点検す

6.ス テア リング・ナ ックルの連結
部のがた

○ ○ リフト・アッフなどの状態で、補

―

T天ダルを踏ま
せ、タイヤに手を掛けて動かし、キング・ビン又はボール・ジョイン
トにがたがないかを点検する。

7.ホイール・アライメン ト ○ ホイール・アライメン ト・テスタ (又 は、キャンバ・キヤスタ・キ
ングビン・ゲージ、ターニング・ラジアス・ゲージ、 トーイン・ゲー
ジ)を用いて、キャンバ.キ ャスタ. lヽ 一イン (及びキング・ ビンの
傾斜角度)が規定の範囲にあるかを点検する。 (タ イヤの異状摩耗、
ハン ドルの振れ .車体の傾きなどの異状が認められない場合は、サイ
ド・スリップ・テスタにより点検 してもよい。 )

8.ハ ワー・ステア リンクのベル ト
の緩み及び損傷

0 〇 (1)定められたブー リ間のベル ト中央部を手 (10kgr)で押したと
き、たわみ量が規定の範囲にあるかをスケールなどにより点検
する。
(2)ベル ト全周にわたって著 しい摩耗ゃ損傷、亀裂がないかを日
視などによ l,点検する.

9.ハ ワー・ステア リング装置のオ
イル漏れ及びオイル量

〇 ○ (1)リ フ ト・アップなどの状態で、次の点検を実施する。
ア ギヤボックス、オイル・ボンプ、ホース、ノ`イプ、接続部
などからのオイル漏れがないか .
イ ホースの劣化 |こよるふ くらみや損傷、亀裂などがないか。
(2)エ ンジン稼働状態でハン ドル操作を行い、油温を Lげた後 リ
ザーパ・タンクのオイル量を点検する。 (車両によっては、冷
問時エンジン停止状態で点検する車両もあるので注意)

10.ノ ワ`ー・ステア リング装置の
取付けの緩み

〇 リフ ト・アップ状態で、スパナなどにより、次の点核

…(1)オイル・ポンプ及びギヤ・ボックスの取付部に緩みがない
か ,
(2)ホ ース及びパイプの接続部 |こ緩みがないか。

Ⅱ

市」

動

装

置

1.ブ レーキ・ベダルを踏み込んだ
ときの床板とのすき間

○ 0 エンジンをかけた状態でブジ=〒■ルW西ルを く踏み込んで、ヘダ
ルと床板とのすき間が規定の範囲にあるかをスケールなどにより点検
する.ま た、踏みごたぇから、エアの混入がないかを点検する。

2.プ レーキのきき具合 ○ 0 (1)乾燥した路強を走行してデワ:=TT天フπ霧顧要再罰 J百蒔T~
路力に応した制動力が得られ、進行方向にまっすぐに止まるこ
とができるかを点検する.
(2)プ レーキ・テスタで点検する場合、左右前後輪の制動力の総
和及び左右差が規定値にあるかを点検する。



別紙第 1-2
一般車両検査手順

点検
簡所

点検項目
検査時期

点検の実施方法
M

3.ノ 一`キング・プレーキ・レパー
の引きしろ

○ ○ (1)′ 一`キング・プレ_キ 丁フバ_(ベダ)の を規定の万で操作
したとき.引 きしろ (踏みしろ)が 、規定のノッチ数 (ラ
チェットがかみ込む音で確認)の範囲にあるか、また、開放時
|こ走行位置に保持されるかを点検する.
(2)ホイールハーク式 (空気式車輪制動型)に あっては、エンジ
ンをかけて規定の空気圧の状態で、レパーを駐車位置まで引い
たとき、引つかかりなどの異状がなく、空気の排出音が聞こえ
ること.
また.駐車位置及び走行位置にそれぞれレパーが保持される
かを点検する_

4.ハーキング・プレーキのきき具
△

○ (1)乾燥 した急坂 (5分の 1(20。えD勾配T7瑠『 雇〒こ¬軍正厭五
が保持できるかを点検する_
(2)プ レーキ・テスタで点検する場合は、制動力が規定値以上あ
るかを点検する.ただし、小イールバーク式 (空気式車輪制動
型)にあつては、エンジンをかけて規定の空気圧の状態にし
て、 レパーを駐車位置 (ま たはテストポジション)ま で引き点
検する

5.プ レーキ・ホース及びハイフの
漏れ、損傷及び取付状態

O ○ (1)リ フ ト・アッアなどの状態で、次の点検を実施する.
ア ホース、パイブ、接続部に液漏れや損傷がないかを目視な
どにより点検する_
イ 走行中の振動やハン ドル操作などによリバイブ、ホースが
卓体その他の部分と接触のおそれがないかを目視などにより
点検する .

ワ ホースに劣化によるふくらみや亀裂、損傷がないかを目視
などにより点検する_
工 接続部、クランプ|こ緩みなどがないかをスバナなどにより
点検する_

(2)エ ア・ブレーキにあっては、リフ ト・アップなどの状態で、
ホース、パイプの接続部に石けん水などを塗ってエア漏れがな
いかを目視などにより点検する、又は、エンジンを始動させ、
タンク内圧力が規定値に達 したときエンジンを停止させ、圧力
計により空気圧の保持状態からエア漏れがないかを点検する。

6.リ サーバタンクの液量 ○ O (1)リ サーバ・タンクの液量が百足τ溺研
「
面頭天I ～MINな

ど)にあるかを点検する。
(2)リ ザーバ・タンク周辺から液漏れがないかを目視などにより
点検する。また.通気7Lの ある場合には、通気孔の詰まりを目
視などにより点検する.

7 .ブ レーキ・マスタ・ンリンダの
機能、摩耗及び損傷

〇 マスタ・シリンダに損傷や液漏れがないかを日Л豪更薫瓦甲死
「
覆T

る

8.ブ レーキ・ホイール・ ンリンダ
の機能、摩耗及び損傷

O
イール・シリンダ (シリンダ・ブーツ内を含む。)|こ損傷や液漏れが
ないかを目視により点検する。

リフト・アップなどのt騒て
~ヲ
レーキ・ドラムを取り外し「

~示

9.ブ レーキ・ディスク・キャリバ
の機能、摩耗及び損傷

○ リフト・アッフなどの状態で、ホイールを取り外τT~77,フ可
キャリパに損傷や液漏れがないかを目視などにより点検する。

10.ブ レーキ・チャンパ・ ロッド
のス トローク

○ ○ 規定の空気たの状態で、補助者にブ /―キ =ベアル雇T=再罰雨画西
み込ませ、ロッドのス トコークが規定の範囲 :こあるかをスケールなど
により点検する。

11.ブ レーキ・チャンパの機能 C (1)規定の空気圧の状態で、補助者にブレーキ・天ア冗覆Tこ刃T~
いに踏み込ませ .チ ャンバのクランプロ リに石けん水などを
塗ってエア漏れがないかを日視などにより点検する。
(2)ベ ダルを戻したときのチャンパ・ ロッドの戻 り|こ異状がない
かを目視などにより点検する。

12.ブ レーキ・パルブ、クイッ
ク・ レリーズ・パルプ、 リ
レー・パルプの機能

○

いに踏み込ませ、プレーキ・パルプ、クイック・ シリーズ・パ
ルプ.リ レー・バノンプからエア漏れがないかを音 |こより点検す
る。また、´ヽダルを戻したとき、各パルプからのエアの排出に
異状がないかを音により点検する.
(2)プ レーキ ツ ル`プにあっては、エアの吐出側に圧力計を取 り
付け、規定の空気圧の状態で、補助者にブレーキ・ベダルを
いつばいに踏み込ませ、圧力計がエア・ タンク内の圧力と同じ
圧力であるかを点検する.又は.分解 して、バルブ、ビス ト
ン、パルプ・ スプ リング、ゴム部品などに損傷やへたり、劣化
がないかを日視などにより点検する.

(1)規定の空気圧の状態更〒而萌署T7F=T ・ベグルをいっ7



別紙第 1-3
一般車両検査手順

点検
箇所

点検 :r貞 日
検査時期

点検の実施方法
M

O (3)リ レー・バルプにあっては、入口側 と出口側に圧力訂を取 り
′―
lけ 、規定の空気圧の状態で、補助者にブレーキ・ペダルを踏
み込ませ、入口側 と出口側の圧力差が規定の範囲にあるかを点
検する.又は、分解 して、バルブ、ビストン、ダイヤフラム、
スプリング、コム部品などに損傷や′ヽたり、劣化がないかを目
視などにより点検する

13_ブ レーキ倍力装置のエアー
クリーナの詰まり

O 分離型真空倍力式にあってli7~Iτヲ
~フ
下雇面再円諏夏

~肩
万

詰まり、損傷がないかを目視などにより点検する.
による

14.ブ レーキ倍力装置の機能 （
） (1)エ ンジン停止状態で、ブレーキ・ベダルを数回蕗百万ττて

真空圧又は空気圧を大気圧 :こ してから、次にブレーキ・ベダル

を強く踏み込んだままエンジンを始動 し、真空圧又は空気圧が
規定値に達したとき、プレーキ・ヘグルと床板とのすき間が減
少するかを点検する.
(2)エンジンを停止させ、真空圧又 li空気圧が大気圧になるまで
ブレーキ・ベダルを普通に踏み込んだとき、 1回 目より2回
日、 3回 日と踏み込むに したがってプレーキ・ペダルと床板と
のすき間が増大するかを点検する_

(3)必要がある場合には次の点検を実施する.
ア 油圧計などのテスタを使用して、油圧の低下及び発生油圧
などが、規定の範囲にあるかを点検する.
イ 真空計又は圧力計などのテスタを使用して、圧力の低下な
どが、規定の範囲にあるかを点検する。
ウ 真空計又は圧力計などのテスタを使用して、チェック・バ
ルプ及び リレー ″ ルヾプの機能を点検する。又は、分解 し
て.チ ェック ″ ル`ブ、リレー ″ ル`プ、ダイャフラム.ビ
ストン・カップなどのゴム部品に損傷、劣化がないかを目視
などにより確認十ることにより機能を点検する。

15.ブ レーキ・カムの摩耗 ○ リフ |… アップなどの状態で、ブレーキ・ ドラムを取り外し、カム
に摩耗や損傷がないかを目視などにより点検する。

16.プ レーキー ドラムとライニング
との十き間

0 C (1)自 動調整方式
リフ ト・アップなどの状態で、プレーキ・ベダル又はハーキ
ング・プノーキ・ /パーを数回操作し.ブ レーキ・ シューを安
定させた後、タイヤを手で回したとき、引きず りがないかを点
検する。
(2)手動調整方式
リフ ト・アッフなどの状態で、プレーキ・ペダル又ltパーキ
ング・ブレーキ・ ンパ~を数回操作し.プ レーキ・シューを安
定させた後、点検孔のあるものI■シックネス・ゲージにより.
また、点検7Lの ないものはアジャスタにより、すき間を点検す
る。 (ド ラムが駐車ブレーキとしてのみ使用 される車両につい
ては、駐車ブレーキ機構に異状がなければ、この点検を省略す
ることができる。 )

17.ブ レーキ・ンユ~の摺動部分
及びライニングの摩耗

O リフ |― アッフなどの状態で、プレーキ・ ドラムを取 り外 し、次の
点検を実施する。
(1)ラ イエングに異状な摩耗や損傷、剥離がないかを目視などに
より点検する.
(2)ラ イエングの厚みをスケールなどにより点検する。
(3)リ ベ ント、ボル トに緩みがないかを点検する。

18.ブ レーキ・ ドラムの摩耗及び
損傷

○ リフト・アップなどの状態で、ブレーキ・ドラスを取り外し7~~下
‐
フ

ムの内側に異状な摩耗、亀裂、損傷などがないかを目視などにより点
検する.(ド ラムが駐車ブレーキとしてのみ使用される車両等につい
ては、駐車プレーキ機構に異状がなければ.こ の点検を省略十ること
ができる。 )

19.ノ ッ`ク・プレー トの状頼 ○ (1)リ フト・アップな乏・め7:百τ
「
ラ
=アク・プレー ト又はアフラ=

ブラケ ントに損傷ゃ亀裂、変形がないかを目視などにより点検する.
(2)リ フ ト・アップなどの状態で、ノ`ック・プレー ト又はアンカ・
プラケットの取付けボル トに緩みがないかをスパナなどにより点検す
ス

20.ブ レーキ・ディスクとハッド
とのすき問

0 〇 リフ |… アップなどの状態で、タイヤを手で回E万[雇ワ軒厚TTき
~

ずりがないかを点検する。
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一般車両検査手順

点検
箇所

点検項目
検査時期

点検の実施方法
M

21.ブ レーキ・′ヽッドの摩耗 ○ O リフト・アップなどの状態で.ホイールを取 り外 しキャリパ・ボ
ディーの点検孔から、ノ` ンドの厚みを点検する。また、必要に応じて
スケールなどにより点検する.

22.ブ レーキ・デ ィスクの摩耗及
び損傷

〇 リフト・アップなどの状態で、ホイールを取り外■天
~デ
7荻フ=

ロータに異状な摩耗や損傷がないかを目視などにより点検する。
23.セ ンタ・プ レーキ・ ドラムの
取付けの緩み

○ 〇

ボル トに組みがないかをスパナなどにより点検する。

リフト・アッフなどゐ状■干こ
~モ
1アラ三ニァレーキ・ ドラムの取付け

24.センタ・プレーキ・ ドラムと
ライニングとのすき間

〇 0 ソフト・アッフなどの状態で、ハーキング・プレ=ギTπラマ再田画
操作し、プレーキ・シューを安定させた後、点検孔のあるものは、
シックネス・ゲージにより、また、点検孔のないものは、アジャスタ
により、すき間を点検する.

25.セ ンタ 'ブ レーキのライニン
グの摩耗

〇 ―キ・ ドラムを取 り外
し、ライニングに異状な摩耗や損傷、剥離がないかを目視などにより
点検する′ (ド ラムとライニングとのすき間に異状がなければ、この
点検を省略することができる。 )

リフト・アッフなどの状態で、センタ・フラ

26.セ ンタ・プ レーキ・ ドラムの
摩耗及び損傷

○ リフト・アッフなどの状態で、センタ .プレ=平三
~「
ヲ
=万
T勇不

し、 ドラムの内側に異状な摩耗、損傷などがないかを目視などにより
点検する.(ドラムとライニングとのすき間に異状がなければ、この
点検を省略することができる。)

27.油 圧式二重安全ブレーキ機構
(セ フティ・ シリンダ式)の機
能

○ フコント・ホイール・シリングのエア・プリーダを百万雇釈百

「

丁
ヤ・ホイール・シリングのエア・プリーダを緩めた状態それぞれにお
いて、プレーキ・ペダルを反復して踏み込んだとき、プレーキ・ヘダ
ルと床板とのすき間があるかを点検する。

皿

走

行

装

置

1.タ イヤの状態 C ○ リフト・アッフなどの状態でT天フラ「
「
覇Z要竃

(1)タ イヤ・ゲージを用いて、空気圧が規定値であるかを点検す
る.スヘアタイヤについても点検する。
(2)タ イヤの全周にわたり、亀裂や損傷がないか、釘、石、その
他の異物が刺きった り、かみ込んだ りしていないか、また、偏
摩耗などの異状な摩耗がないかを目4'1な どにより点検する。
(3)タ イヤの接地面に設けられているウェア・インジケータ (ス
リップ・サイン)の表示により点検するか、又は、タイヤの接
地面の全周にわたり、溝の深さが規定値以上あるかをディプ
ス・ゲージなどにより点検する。

2_ホ イール・ナッ トとホイール・
ボル トの緩み

C 〇 (1)ホイーノい ナ ット、ボル ト|ヒ¬房ラ冗5マ覆丁万覆フ戸再=ル
~T

卜・レンチなどにより点検する。
(2)大型車両にあつて|=次の点検を実施する。
ア JIS方 式のシングル・タイヤ及び ISO方式のタイヤの
場合は、 トルク・レンチを用いるなどによリホイール・ナッ
トを規定 トルクでしめつける。
イ JIS方 式のダブル・ タイヤの場合は、ホイール・ボル ト
の半数 (1個おき)のアウター・ナ ットをゆるめて、イン
ナー・ナットを トルク・レンチを用いるなどにより規定 トル
クで締め付ける。
次に、緩めたアウター・ナッ トを トルク・レンチを用いる
などにより規定 トルクで締め付ける。その後、ホイール・ポ
ル トの残 りの半数のアウター・ナット及びインナー・ナッ ト
についても同様の処置を講 じる。

(3)リ ヤ・シャフ トの支持方式が全浮動式のものにあつては、ア
クスル・シャフ トの取付けナット及びボル トに緩みがないかを
点検する、

ツ

3.ホイール・ナットとホイール・
ボル トの損傷 (車両総重量 8L以
上の大型車において行 う点検 )

○ (1)リ フト・アップなどの状悪で、ァィスク・ホイールを取 り外
し、次の点検を実施する。
ア ホイール・ボル ト及びホイール・ナッ トについて、亀裂や
損傷がないか.ボル トに伸びはないか、著 しいさびの発生は
ないか等を日視などにより点検する。また.ね じ部につぶ
れ、やせ、か じり等の異状がないかを目視などにより点検す
る。
イ ディスク・ホイールについて、ボル ト穴や飾 り穴のまわ り
及び溶接部に亀裂及び損傷がないか、ホイール・ナットの当
たり面に亀裂、損傷及びへたりがないかを目視などにより点
検する.
また、ハプヘの取付面とディスク・ホイール合わせ面に摩
耗や損傷がないかを目視などにより点検する。
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点検
簡所

点検項 目
検査時期

点検の実施方法M

○ (2)デ ィスク・T7=万 万 る 際 |取付 け こ次の点検 を 実施 する。
ア 関係部品の清掃について、ディスク・ホイールのハプヘの
取付面とディスク・ホイール合わせ面、ホイール・ナットの
当たり面、ハプのディスク・ホイール取付面、ホイール・ボ
ル トのねじ部、ホイール・ナ ットのねじ部等を清掃 し、さ
び、ごみ、泥、追加塗装等の異物を取 り除く,
イ ホイール・ボル ト及びホイール・ナットの潤 1・Pについて、
JIS方 式の場合は、ホイール・ボル ト及びホイール・ァシ
の`ねじ部並びにホイール・ナットの当たり面に規定の油類
を薄く塗布する_ISO方 式の場合は、ホイール・ナットね
じ部及びホイール・ナットとヮッシャとの間にのみ規定の油
類を塗布する.(潤 滑について自動車製作者の指示がある場
合は、その指示する方法で行 うこと。 )
ウ ホイール・ナットの締付けは、当該デ ィスク・ホイール
の中心点を挟んで反対側にある2つのホイール・ナッ トを交
互に、かつ、個々のホイール・ナットが均等に締め付けられ
るように数回に分けて徐々に締める方法に則り行い、最後に
、ルク・シンチを用いるなどにより規定 トルクで締め付け
る. この場合、なるべく奥まで手で回 して入れ、円滑に回る
ことを確認 し、ひっかかり等異状がある場合にはホイール・
ボル |ヽ 等を交換する.
エ インパクト・ レンチで締め付ける場合は、締付時間、圧縮
空気圧力等 :こ留意 し、締めすぎないように十分注意を払い、
最終的な締付けは、 トルク・ レンチを用いるなどにより規
定 トルクで締め付ける。
(3)JIS方 式のダブル・タイヤの場合は、始めにインナー・
ナッ トについて、 L記のソフ ト・アップなどの状態で、デ /ス
ク・ホイールを取 り外して行 う点検及びデ ィスク・ホイールを
取 り付ける際 |こ行 う点検を行った後、アウター・ナットについ
て、インナー・ナッ トと同様に点検を行 う̂
(4)デ ィスク・小イールの取付け後、デ ィスク・ホイールの取付
状態に適度な馴染みが生 じる走行後 (一般的に 50～ 100k
m走行後が最も望ましい。)、 ホイール・ナット及びホイー
ル・ボル トの緩み (3月 ごとの点検項目)に示す方法によリホ
イール・ナットを締め付ける。

4.リ ム、サイ ド・ リング、ホイー
ル・ディスクの損傷

〇 リム、サイド・リング、ホイ==万
T万 スフTI預傷、腐食などがな

いかを目視などにより点検する.ま た、サイ ド・ リング付きのディス
ク・ホイールにあっては、合い口のすき間についても規定値内である
かを点検する^

5.フ ロント・ホイール・ベアリン
グのがた

〇 ○ リフ ト・アップなどの状態で、次の点検を実施する丁
~~~~~~

(l)タ イヤの上下に手を掛けて動かし、力:た がないかを点検 し、
がたがあつた場合には、プレーキ・ペダルを踏んで再度点検
し、ホイール・ベアリングのがたであるかどうかを点検す
る。 (プ レーキ・ペダルを踏んで再度点検 した時にがたがなく
なれば、サスペンンョンなどのがたではなくホイール・ ミ́ア リ
ングのがたとなる。 )
(2)デ ィスク・ホイールを回転させて、異音がないかを点検す
る。
(3)必要がある場合には、フロン ト・ホイール ″ アヾリングを取
り外 し、ベア リングなどに車耗や損傷.泥水などの侵入がない
かを点検する.

6.リ ヤ・ホイール・ベア リングの
がた

○ の 検を実施するI
(1)タ イヤの上下に手を掛けて動かし、がたがないかを点検 し、
がたがあつた場合には、プレーキ・ペダルを踏んで再度点検
し、ホイール・ベアリングのがたであるかどうかを点検す
る.(プ レーキ・ペグルを踏んで再度点検 した時にがたがなく
なれば、サスペンションなどのがたではなくホイール ーベアリ
ングのがたとなる^)
(2)ディスク・不イールを回転させて.異音がないかを点検十
る.
(3)必要がある場合には、フコン ト・ホイール・ベアリングを取
り外 し、ベアリングなどに摩耗や損傷.泥水などの侵人がない
かを点検する.

リフト・アップなどの状提諏
=~灰
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点検
箇所

点検項日
検査時期

点検の実施方法
M

Ⅳ

緩

衝

装

置

1.リ ーフ・スプリングの損傷 O 〇 リフト・アッフなどの状態で、リーフ・ス
どがないかを目視などにより点検する.

プリングに折損、亀裂な

2.リ ーフ・サスペンション取付
部、連結部の緩み、がた及び損傷

○ リフ ト・アップなどの状態でアi茨万百検 [夏冠〒る了
~~~~~

(1)リ ーフ・スプ リングのUボル ト、スプ リング・バン ドなどに
緩みや損傷がねいかをスパナなどにより点検する.
(2)ス プリング・プラケットの取付部に緩みや損傷がないかを点
検ハンマなどにより点検する.
(3)リ ーフ・ スプ リングのビンなどで連結されている部分を点検
ハンマや手で揺するなどして、軸方向又は直角方向にがたがな
かを点検する_

(4)後二軸の トラニオン式などにあつては、 |ヽ ルク・ロッ ド (ラ
ジアス・ ロッド)の連結部にがたがないかを点検ハンマなどに
より点検する.

3.コ イル・スプ リングの損傷 O リフト・アップなどの状態で、ヨ7ノ
'■

~ス
フ
‐
ヮ
~フ~ァ
の所爾頭

~爾
憂5F

どがないかを目視などにより点検する.
4.コ イル・サスペンションの取付
部、連結部の緩み、がた及び損傷

〇 リフト‐アップなどの状態で、次の点検を実而可巧
「

~

(1)サ スペンンヨンの各取付ボル トやナットに緩みがないかをス
パナなどにより点検する。
(2)サ スベンションの各連結部を手で揺するなどして、軸方向又
は直角方向にがたがないかを点検する。
(3)サスペンション各部に損傷がないか、また、ボール・ジョイ
ン トのダス |― プーツに亀裂や損傷がないかを目視などにより
点検する_

5.エ ア・サスヘンションのエア漏
オ■

○ ○ (1)エ ンジンを始動させ、タンク内圧力が規竃百 i薫
『「

百西百五:

ンジンを停止させ、圧力計により空気圧の保持状態からエア漏
れがないかを点検する.
(2)リ フ ト・アップなどの状態で、ベローズ、レベ リング・バル
プ及びバイプの接続部などに石けん水などを塗って、エア漏れ
がないかを点検する_

6.エア・サスペンションのベロー
ズの損傷

○ ○ リフト・アップなどの状態で、ベローズに損傷がないかを目視など
により点検する.

7.エア・サスペンションの取付
部、連絡部の緩み及び損傷

○ ○ リフ I― アップなどの状態で、次の点検を実施する。
(1)ラ ジアス・ コンド、スタビライザ、リンケージなどの取付部
と連結部に緩みがないかをスバナなどにより点検する。
(2)取付部と連結部に損傷がないかを目視などにより点検する.

8.エア・サスペンンョンのレベ リ
ング ウ ルヽプの機能

○ 車両を水平な場所に置き、エア・タンク内圧力が規定の範囲にある
ことを確認 した後、フロン ト、 リヤのベローズの高さが規定の範囲に
あることをスケールなどにより点検する。 (規定の方法により点検を
行 うこととされている場合には、その方法により点検する。 )

9 .シ ョック・アプソーパの油漏れ
及び損傷

O ○ リフト・アップなどの状態で、日視などにより、次の点検を実施F
る。

(1)

(2)

ショック・アプソーバに油漏れ及び損傷がないか。
取付部に損傷がないか。

V

動

力

伝

達

装

置

1.ク ラッチ・ベグルの遊びとク
ラッチが切れたときの末板 とのす

き間

○ 〇 クラッチ・ベダルを手で抵抗を感 じるまで押 し、遊びの量が
規定の範囲にあるかをスケールなどにより点検する。このと
き、マスク・シリンダと一体型の倍力装置付きのクラッチに
あっては、エンジンを停止しクラッチ・ベダルを数回踏み込ん
で、タンク圧力を大気圧にして点検する。
レリーズ 。フォーク先端を手で動かし、 レリーズ・フォーク
先端の遊びの量が規定の範囲にあるかをスケールなどにより点
検する。 (無調整式 レリーズ・シリンダの場合は、点検不
要、 )
アイ ドリング状態でパーキング・プレーキを確実に作動さ
せ、さらに.ブ レーキ・ベダルを踏んだ状態で 1速にシフ トし
てクラッチ・ペ ダルを徐々に離 し、クラッチがつながる直前の
クラッチ・ペダルと床板 とのすき間 (又 は、床いつぱいまでク
ラッチ ー グヾル踏み込んだ位置からのすき間)が規定の範囲に
あるかをスケールなどにより点検する.
レリーズシリンダー・ブッシュロッドねじ部の調整残 り代の測
調整不可能なものは除く)

(1,

(2)

(3)

(4)

定 (

2.ク ラッチの作用 ○ 〇 (1)ア イ ドリング状態でクラッチ・ベダルを踏み込んだとき、異
音がなく、異常に重くないかを点検する。また、 1速又は後退
(リ バース)への変速操作がスムーズにできるかを点検する.
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点検
箇所

点検項目
検査時期

点検の実施方法
M

(2)ク ラッチ・ペダルを徐々に離 し発進 したとき、滑 りがなく、
接続がスムーズであるかを点検する.

3.ク ラッチ液の量 C C リザーバ・ タンクの液量が規定の範囲にあるかを目視などにより点
検する.

4. トランスミッション、 トランス
ファのオイル漏れ

C 0 (1)Mツ T車は、 リフ ト・アップなどの状態で、 トランスミッ
ション及び トランスファ本体周辺 (ケースの合わせ日)やオイ
ル・シール部からオイル漏れがないかを目視などにより点検す
る

(2)A/T車 は、リフ ト・アッフなどの状態で、 トランスミッ
ション及び トランスファ本体周辺 (ケース合わせ 日)やオイ
ル・シール部からのオイル漏れがないかを目視などにより点検
する_また、オイル・クーラー・ホースに亀裂や損傷がないか
を点検する.

5.ト ランスミッション、 トランス
ファのオイル量

〇 ハ
） (1)M/T草 は、リフ ト・アッフなどにより車体が水平の状態

で、 トランスミッション及び トランスファのフィラ・プラグを
取外 し、プラグ穴に指を入れるなどしてオイル量を点検す
る.(オ イル漏れがなければ、オイル量は正常と判断 して、こ
の点検を省略することができる。 )
(2)A/T車 は、水平な場所に車両を止め.パーキング・プレー
キを確実に作動させてエンジンを暖機 し、アイ ドリング状態
で、プレーキ・ヘグルを踏み込んだ状態でンフ ト・ レバーを
ゆっくり各レンジにシフ トした後 Pレ ンジ (車両等によつて
は、Nレ ンジ)|こ戻す。そして、レベル・ケージによリオイル
量を点検する。また、レンジ操作の際、シフ |― レバーに異状
な重さやがたがなく、ポジション・インジケータの表示と一致
しているかを点検する。

6.プ ロベラ・ シャフ ト、 ドライ
ブ・シャフ トの連結部の緩み

○ ○ (:)ソ フ ト・アップなどの状態で、プロベラ・シャフ トのジョ/
ン ト・フランジ・ヨーク取付ボル ト、ナット、センタ・ベアリ
ング・プラケット取付ボル トに緩みがないかをスパナなどによ

り点検する.
(2)リ フト・アップなどの状態で、 ドライプ・シャフ トの取付
アットに緩みがないかをスパナなどにより点検する。

7.ドライプ・シヤフ トのユニバー
サル・ジョイン ト部のダス ト・

ブーンの亀裂と損傷

〇 リフ ト・アップなどの状態で、ユニバーサル・ ジョイン トのダス

ト・プーツに亀裂や損傷がないかを目視などにより点検する。また、
プーツからのグリース漏れやプーツ・ クランプの緩みがないかを目視
などにより点検する.

.プ ロペフ・シャフ ト、 ドライ
プ・シャフ ト継手部のがた
8 ○ リ

シヤ
(1)

フ ト・アップなどの状態で、プロペラ・シャフ ト、 ドライブ・
フ トを手で動か し、次の点検を実施する。
回転方向に動かすことで、主にスプライン部の摩耗などによ

るがたがないかを点検する。
上下、左右に動かすことで、主に自在継手部の摩耗などによ

るがたがないかを点検する。

(2)

9T~ア百ペラ・シャフ ト、 ドライ
プ・シャフ トのセンタ・ベア リン

グのがた

0
~~ワ
τ″F~「 アップなどの状態で、センタ・ベアリング付近のシャフト
を手で 1:下、左右方向に動かし、がたがないかを点検する.

10.デファレンシャルのオイル漏
れ及びオイル量

○ ○ (1, ソフ ト・アップなどの状態で、デファレンシャル周辺からオ
イル漏れがないかを目視などにより点検する。
(2)リ フ ト・アップなどの状態で、フィラ・プラグを取り外 して
ブラグ穴に指を入れるなどしてィイル量を点検する。 (オイル

漏れがなければ、オイル量は正常と判断して、この点検を省略
十ることができる.)

Ⅵ

電

気

装

置

1.スパーク・プラグの状態 ○ 〇 スパーク・プラグ (白金プラグ及びイリジウム・プラグを除く.)
を取り外 し、次の点検を実施する。
(1)電極に汚れや損傷、摩耗がないか、また、絶縁碍子に焼損が
ないかを目視などにより点検する

`

(2)中 心電極 と設置電極とのすき間 (プラグ・ギャップ)が規定
の範囲にあるかをプラグ・ギャップゲージなどにより点検す
ス

2.点火時期 ○ 0
~丁

…

機後、規定のアイ ドリング回転数で、タイミング・ ライ

トなどを用いて、点火時期が適切であるかをクランク・プー リなどの

合わせマークを見て点検する.
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点検
箇所

点検項目
検査時期

点検の実施方法
M

3.ディス トリピュータのキャップ
の状態

○ ディストリビュータのキャップを取り外し、
~百
覆万T

点検を実施する.
(1)キヤップ、コータの汚れがないか .
(2)ハイテンンヨン 'コ ー ドの差込部に緩みや錆などがないか.
(3)キャンプ内側各端子 (セ グメン ト)に焼損や錆がないか ,
(4)キャップの合わせ面がほこりなどで汚れていないか。
(5)セ ンタ・ ヒースに損傷や摩耗がないか、また、スプ リング :こ
へた りなどがないか.

により、次の

4.バ ッテリのターミナル部の緩み
及び腐食

(D O ターミナル部が、緩みや腐食により接続状態那巧頭藤7面可E薫覆丁
る

傷

5.電気配線の接続部の緩み及び損 〇 〇

(2)

接続部に緩みがないかを手で動かすなどして点検する .
電気配線に損傷がないか.また、クランプに緩みがないか
を目視などにより点検する.
電気配線が他部品と千 7′

'す

るおそれがないかを点検する。
必要に応 し、シヤシ各部の電気配線についても点検する.

(1)エ ンジンゥレーム内の電気配線にろいて
「

雨 :「豪雇ζ辱而〒=
る

ア
イ

ウ

Ⅶ

原

動

機

1.低速と加速の状態 (う ○ (1)エンジンを暖機させた状態で.アイ ドリング時の回転がス
ムーズに続くかを点検する_ま た、回転計を用いて点検する場
合は、アイ ドリング時の回転数が規定の範囲にあるかを点検十

る_

(2)エンジンを徐々に加速 したとき.ア クセル・ヘダルに引っ掛
かりがないか、また、エンスト、ノッキングなどを起こすこと
なくスムーズに回転するかを走行するなどして点検する^

2.排気の状態 ○ ○ (1)ガ ソリン車及び LPC車 は、エンジンを十分に暖機 させた状
態で、回転計を用いてアイ ドリング回転数が規定の範囲にある
かを確認 した後、俳気ガスの色が自煙や黒煙でないかを目視に
より点検する。また、アイ ドリング時のCO(一 酸化炭素)及
びHC(炭 化水素)の排出濃度をCO・ HCテ スタにより点検
する。
(2)デ ィーゼル車は、エンジンを十分に暖機 させた状態で、異状
な黒煙を排出していないかを目視などにより点検する。

3.エ ア・クリーナ・エレメン トの
状態

○ ○ エレメン トを取 り外 し、汚れ、詰ま り.損傷などがないかを目視な
どによ
',点
検する。

4.エア・クリーナの油の汚れ と量 ○ ○ エア・ クリーナのケースを取 り外 し、オイルの汚れ具合を目視など
により点検する。また、オイルの量が規定の範囲にあるかを目視など
により点検する。

5_シ リンダ・ヘッド、マニホール ド
各部の締付状態

0 シリンダ・ヘッド及びマニホール ド各部の締付部に緩みがないかを
トルク・ ノンチなどにより点検する。 (塑性域締め (角度締め)方式
の場合には、この点検は不要。 )

6.エ ンジン・オイルの漏れ ○ 0 リフト・アップなどの状態で.日 視などにより、次の点検を実施す
る

シリンダ・ヘット・カバー、ォイノレ・パン、 ドレーン・プラ
グなどからオイル漏れがないか。
オイル・ クーラ・ホースなどに劣化によるふくらみや亀裂損
傷がないか。

(1)

(2)

フ:燃料漏れ ○ ○ リフト・アップなどの状態で、日視などにより、次の点検を実施す
る。
(1)

(2)

(3)

(1)

フューエル・タンク.フ ューエル・ボンプ、ホース、ノ`イ
ブ、キャプレータ、インジェクタ、ノズル・ホルダ、インジェ
クション・ボンプなどから燃料漏れがないか。
フューエル・ホース、パイプに亀裂や損傷がないか。
各ホース、パイプのクランプの取付けに緩みがないか.
クランプのコム等の劣化によリホース及びパイプの固定に異
常がないか。

8.フ ァン・ベル トの緩み及び損傷 〇 ○ (1)定められたフー リ間のベル ト中央部を手 (約 10kg)で 押
したときのたゎみ量が、規定の範囲にあるかをスケールなどに

より点検する。又は、ベル ト・テンション・ゲージ (張力計)
を用いてベル トの張力が規定値内にあるかを点検する_

(2)ベル ト全周にわたっての内側や側面に.摩耗や損傷、亀裂が
ないかを目視などにより点検する.
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一般車両検査手順

点検
簡所

点検項 目
検査時期

点検の実施方法M
9_冷却水漏れ 〇 |ま フ t′

´ タ キ ヤ ブ 7‐ タツ ス(1) ア イ ン 状 態 カ

で加圧した状態で、ラジエータ、ウォータ・ポンブ、ラジエー
タ・ホース、ヒータ・ホースなどから水漏れがないかを目視な
どにより点検する_
(2)ラ ジエータ・ホースゃヒータ・ホースに劣化や損傷がない
か、また、ホースのクランプに緩みがないかをスパナなどによ
り点検する.

Ⅷ

ば
tヽ

煙

悪

臭
の

あ

る
ガ
ス

有
害
な
ガ
ス

等
の

発

散

防
止

装

置

1.メ ターリングツ ル`プめ丁頭 O =>r>L させ、アイ ドリン 態でメタ=丁ラフT天ル の

インテーク・マニホール ド側の不―スをつまんだり放 したりしたと
き、バルプの作動音 (カ チカチ音)が発生するかを点検する。又は、
メター リング ″ ル`プの片側から通気し、反対側から通気 しないこと
を点検する.

2.プ ローパイ・ガス還元装置の配
管の損傷

○ 目視などにより、次の点琵 実施する ,
(1)小 ―ス.バイプなどの配管に劣化や損傷がないか。
(2)ク ランプの取付状態に異状がないか。

3.燃料蒸発ガス排出抑止装置の配
管等の損傷

○

る

ホース、バイフなど|こ預百T西7可雨 をヽ目視などにより点覇丁

4.チャコール・キヤニスタの需丁
り及び損傷

〇 (l) At =-tv . +l' =7 t D7 a---L,v., ンク側のホースを
取 り外 しエアを送 り、詰まりがないかを点検する.
(2)パージ・コン トロール ッ ル`プのフューエル・ タンクからき
ているホース側を強く吹いたとき通気 し、キャブレータからき
ているホース側を強く吹いたとき通気 しないこと、また、大気
5月放側から強く吹いたとき通気することを点検する^
(3)チ ャコール・キャニスタ本体に損傷がないかを目視などによ
り点検する_

5.燃料蒸発ガス排出抑止装置の
手ェック ツ くルプの損傷

○ チェックツ ル`プを取り外fttI可
「
覆
~7≡
再万戸丁天万

'ラ
'あ両 雨 マ

ら交互にエアを送り、通気状態に差があるかを手を当てるなどして点
検する_

6.触媒等の排出ガス減少装置の取
付けの緩み及び損傷

○ ソフ |… アンプなどの状態で、次の点検を実施する。
(1)触媒などの排出ガス減少装置本体の取付けに緩みがないかを
スパナなどにより点検する。
(2)触媒本体に損傷がないかを目視などにより点検する。 (遮熱
板に変形や損傷がなければ、この点検を省略することができ
る。 )
(3)排気温度警告装置の配線の取付けに異状がないかを目視など
により点検する。

7.二次空気供給装置の機能 ○ 二次空気供給装置用フィルタの話
~Iり
〒夏砺を薫頂 る。また、ア

イ ドリング状態で.二次空気供給装置のエア・ホースをエア・ クリー
ナ側で外 し、ホースか らの空気の吸い込みを点検する。 (規定の方法
により点検を行 うこととされている場合には、その方法により点検す
る。 )

8.排気ガス再循環装置の機能 ○ EGRコ ン トロール・バルプのダイヤフラムエンジン暖機状態で、

部に手を当て、エンジン回転数を変化させたときのダイヤフラムの作
動状況を確認する。 (規定の方法により点検を行 うこととされている
場合には、その方法により点検する。 )

9.減速時排気ガス減少装置の機能 ○ ダツンユ・ボットのコンドを指で押IF豆要罰医玩層扇弓戸頭
~可

罰罰雇
したとき瞬時に戻ることを確認することにより点検する̂´ (規定の方
法により点検を行うこととされている場合には、その方法により点検
する.)

10.一酸化炭素等発散防止装置の
配管の損傷及び取付状態

○ ホース及びパイプに損傷、外層蒼■7瓦面マ両F所肩不T「Ttti〒蕃野F
る。

Ⅸ

付

属

装

置

等

1.警音器:(ホーン)の作用 ○ ホーンの音量及び音質西Tス貢
「
ど石τにより点検する。

2.窓拭器 (ワ イハー)及び洗浄液
噴射装置 (ウ ィン ド・ウォッ
ンャ)の作用

○ 次の点検を実施する。
(1)ウ ィン ド・ウオッンヤ液の量が適当か。
(2)ウ ィン ド・ウォッシャ液の噴射の向き及び高さ′ウ`適当か。
(3)ワ イパーの低速及び高速の各作動が不良でないか。
(4)ワ イノ`一の払拭状態が不良でないか,

3.デ フロスタの作用 ○ デフロスタを作動さモT可瞑豆

『

百Fπサイ ドを含む。)か らの空気
の吹き出 しや風量の切り替えに異状がないかを手を当てて点検する.

4.施錠装置 (ス テアリング・ ロッ
ク)の作用

(D エンジン・キーを抜いたときステアワ
~フ
ア丁百ラフア曜尋訂ョ膏平デる

‐

かを点検する.

5.エ キゾースト・ハイブ、マフラ
等の取付けの緩み及び損傷

〇 〇 リフ ト・アップなどの状態で、次の点検を実施する丁
~~~~~~

(1)エ キゾース ト・ /｀イプ及びマフラの取付部.接続部に緩みが
ないかを手で揺するなどして点検する。
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一般車両検査手順

点検
箇所

点検項目
検査時期

点検の実施方法M
エキノースド(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

″ イ`ブ、マフラ及び遮熱板あ取百Tフ西

「
ナットに緩みがないかをスパナなどにより点検する.
ラバー ツ ンヽガーの劣化や損傷、取付状態を点検する.
エキゾーストツ イ`ブ.マ フラ及び遮熱板に損傷や腐食がな
いかを点検する、
エキゾース ト・′`イブ及びマフラが他の部分との接触のおそ
れがないかを点検する.
エンジンを始動 し、接続部などより俳気ガスが漏れていない
かを点検する.

6.マ フラの機能 0 エンジンを始動し、回伝数[「変7[更可 【
~研
覆著T[戻戻不τ 7｀万予:「百

くことなどにより点検する.
7.エア・ タンクの凝水 () 〇 エア・タンクのドレン弓ラフ石雨百T「ァフクに水がたまっていな

いかを点検する
8.エア・コンブレッサの機能 〇 エア・タンクのエアを排出τπZ薫

~=「
ララτ″罰露砺琶■

=~~ア
7~下可

~

ング状態で、タンク内圧が規定値になるまでの所要時間を調べること
|こ より点1食|する_

9.フ レツンヤ・ レギュレータ、ア
ンローダ・パルプの機能

〇 エンジン運転状態で、プレーキ・ペダルを数回路み、ランク
~丙

雇ガ
が下限規定値に低下したときに、自動的にエア・コンプレッサが働
き、上限規定値で自動的に停止するかを点検する。

10.非 常口の扉の機能 ○ ○ 非常口の扉がスムーズに開き、確実に開まるかを点検する.また、
開いたときに警報装置が作動するかを点検する.

11デ
〒1)ぇこ

=食

懇損覆
体(ボ ○ 〇 (1)乗用車等は次の点検を実施する.

ア リフ ト・アップなどの状態で、フレーム、クロス・メンパ
などの リベット、ボル |ヽ 1こ緩みがないかをスパナなどにより
点検する_また、フィーム、クロス・メンパなどに損傷など
がないかを目視などにより点検する。
イ ドア、エンジン・フー ド、 トランク・ リッドなどの各 ビン
ジに緩みがないかを手で動かすなどして点検する.
(2)貨物章等は次の点検を実施する。
ア リフ |… アップなどの状態で、フレーム、サイ ド・メン
バ、クロス・メンバなどのリベ ット、ボル トに緩みがないか
をスパナなどにより点検する。また、フレーム各部に損傷な
どがないかを目視などにより点検する。
イ チル ト式キャプにあっては、キャプ・チル ト・ ロック装
置、 ヒンジなどの各部に緩みや損傷がないかを目視などによ
り点検する。また .1機能に異状がないかを点検する。
ウ 物品積載装置、巻込防止装置、突人防止装置などの取付ボ
ル トに緩みがないかをスバナなどにより点検する。また、物
品積載装置、巻込防止装置、突入防止装置などに損傷などが
ないかを目視などにより点検する。
エ  ドア、エンシン・フー‐ド、バ ック・ ドアなどのヒンジに緩
みがないかを手で動かすなどして点検する。また、損傷がな
いかを日視などにより点検する。

.連結装置の刀プラの機能及び
損傷

12 ○ (1)

(2)

(3)

平坦な場所で.ト ノーラなどとの連結及び切離 しがスムー
ズに行えるかを点検する.
カプラの取付部に緩みがないかをスパナなどにより点検す
る。
カプラ・ジョー、ジョー・ ビン、ンヤフ ト及び軸受部に摩粍
や損傷、がたがないかを日視などにより点検する。また、ラ
バー式カプラの場合には、ラバーに損傷や摩耗がないかを目視
などにより点検する.
カプラ・サ ドル (ベース)の上面に損傷や摩耗がないかを目
視などにより点検する。

(4)

13.連結装置のビン トル・フック
の摩耗、亀裂及び損傷

○ ピン トル・フックとルネッ ト・アイに損傷がないかを目視などによ
り点検する。また、取付部に緩みがないかをスパナなどにより点検す
る.

14.座席シー ト (シー ト・ベル
ト)の状態

〇 ン~卜・ベル |ヽ に損傷がないかを目視などにより点検する。また、
パックルを操作してかみ具合に異状がないかを点検する.

15 開扉発車防止装置の機能 〇 乗降口の扉を開いたとき、運転席の警報装置が作動するか、また、
扉を開じた後でなければ発車しないかを点検する.

16.シ ャシ各部の給油脂状態 O ○ (1)シ ャシ各部の給油脂の状態が十分であるかを目視などにより
点検する.
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検査時期点検
箇所

点検項 目
M

点検の実施方法

(2)

(3)

給油脂部のダスト・プーツの破損、グリース下三丁 万 乃,麗
落や緩みを点検する.
自動給脂式のものは、自動給脂装置のスイッチを操作し、バ
イロット・ランプの点灯により、給脂が十分であるかを目視な
どにより点検する.

■
■
■



別紙第 1-12
施設、荷役、その他の車両検査手順

施設、荷役、その他の車両の定期検査の手順は一‐般検査手順のほかに次に述べる追加手順表を基準として実施する。

点検

箇所
点検項目

検査時期
点検の実施方法

M
1.ケ ープル O ○ ケープルの外部状態を点検し、ドラ私等曜 然正電調藁弼〒輌戸石て

とを確認する.ケープルの破損、錆、過度の摩耗、よれ、こぶ及びよ
り線の断線の有無を点検する.

2.シ リンダ (D 〇 次の点検を実施する.
(1)シール、ガスケット、プーツ、バッキン及び配管の機能良
好、取付けの確実及び漏えいを点検する。
(2)ビス トン・ロッド、ノくッキン押えを絞める。 (ロ ッドの表面
,こ :ま薄い膜が必要であるからあまり締め付け過ぎてはいけな
い  )

3.油圧ボンフ (D 〇 往復運動式、遠心式、ダイヤフラム式ボンフ、 [ア下

―

~

ラ.ダイアフラム及びシャフ トの漏れ、アライメン ト及び過度の摩耗
を検査する.

4.一般漏えい (D じ 次の点検を実施する,
(1)原動機以外の水、空気、油系統の漏えいを綿密に点検する.
(2)ロ ーラ・ベア リング、シャフ ト及びコーラーの摩耗を点検す
る。ローラーは円滑に回転することを確かめる.
(3)ロ ーラーの通路は清浄にして平滑でなければならない。

5.バ ワー・テイク・オフ ○ ○ 次の点検を実施する.
(1)機能良好、正規の調整取付けの確実及び漏れを次の個所につ
いて点検する.

(2)プ ロベラ・シャフ ト、ュニパーサル・ ジョイン ト、ビコー・
プロック、 ｀ライブ・チェーン、 スラック、アジャスタ、 コン
トロール・レパー
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官給部品使用明細書作成要領

l 官給部品使用明細書作成要領は、個別仕様書の官給品に記載 されている品
目ごとに作成 し、監督官の確認を得るものとする。

2 様式は、別紙様式第 1-1と し、記入要領は次による。
(1) 「提出会社」
契約相手方の会社名を記入する。

(2) 「作成者」
契約相手方の代表者名を記入 し、代表者印を押印する。

(3) 「提出番号」
同一の契約における提出回数を記入する。

(4) 「頁」
頁番号及び総員数を記入する。 (例  5頁 中の 2頁は 2/5と 記入 )

(5) 「調達要求番号」「契約品名」「契約番号 (年月 日)」
契約書に記載 された調達要求番号、契約品名、契約番号及び契約年月

日を記入する。

(6) 「明細書作成対象品名・数量」
個別仕様書の官給品に記載 されている品名及び数量を記入する。

(7) 「項目番号」
各項 目ごとに一連の番号を記入する。

(8) 「物品番号」「部品番号」「品名」「単位」「単価」
個別仕様書の官給品に記載 されていない場合は官側に問い合わせた う

え記入する。

(9) 「数量」
部品の数量を記入する。

(10) 「金額」
数量×単価で算出した金額を記入する。

(11) 「備考」
その他、参考となる事項を記入する。


